
12 

 

令 和 元 年 第 ５ 回 定 例 会 一 般 質 問 通 告 事 項 

 

12 

 

 

 

 

 

月 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

日 

宮 地 寛 行 議 員（ 青 嵐 会 ） 質問方式：一問一答方式  

 

1 久保･長江･土堂、３小学生達の未来について  

(1) 「土堂っ子」として５年間、自分の学校に誇りや愛着を持ち、

自信をつけてきた児童に、最後の一年間だけ栗原小学校に行

き、卒業式で栗原小学校の校歌を歌い、栗原小学校卒業とい

う卒業修了書を受け取る、そんな子ども達の気持ちを佐藤教

育長はどのようにお考えですか  

(2)  同じく「長江小学校の児童」「久保小学校の児童」についても

どのようにお考えですか  

(3)  現在の低学年児童は転校を２回余儀なくされますが、その子

達の精神的及び肉体的ストレスをどのくらい見積もっていま

すか。また、その子達は６年間で３つの校歌を歌うことにな

りますが、小学校に対して母校への愛着が深まると思ってい

ますか  

(4)  ３小学校の統合は久保中学校区である久保小、山波小の児童

を切り裂いてしまうこととなり、これまで推し進めてきた再

編計画の「地域に１中学校・１小学校・１認定こども園」と

いう方針とは整合性が取れなくなるのではないかと考えます

が、どうお考えですか  

(5)  中学校の計画は説明がありませんでしたが、久保小の児童は

長江中学校区の児童になるのですか。それとも久保中学校区

の児童になるのですか  

(6)  久保小の児童が長江中学校区の児童になった場合、久保中学

校は山波小学校の卒業生のみの中学校になってしまうのです

か。それとも久保中は無くなってしまうのですか  

(7)  久保中が無くなった場合、山波小の児童はどうなるのですか  

(8)  特別多数議決の案件だと知らずに提案してきたことについて

の反省は  

(9)  将来ビジョンが見えないずさんな計画だと思いますが、なぜ

このタイミングなのでしょうか  

(10)  「子ども達の命が最優先」というのであれば、特別警戒区域

に指定された二、三年前に方向性を出すべきではなかったの

でしょうか  

(11)  一番始めにこの計画を出したのは次のうちどこなのでしょう

か、a 尾道市市長部局、b 広島県教育委員会、c 尾道市教育委

員会、d その他  
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２ ３小学校統廃合に向けての進め方について  

(1) まずは対話を通じて落としどころを見出していくことが望ま

しいと思いますが、いかがお考えでしょうか  

(2) 対話をする前に、保護者や地域にも共通理解が必要と思いま

すが、いかがお考えでしょうか  

(3) 共通理解をしていただくためには情報を開示していく必要が

あると思いますが、いかがお考えでしょうか  

(4) 「大川小学校裁判の判決結果」及び、学校現場に求められる

防災責任というものについて情報を開示すべきと思います

が、いかがお考えでしょうか  

(5) 「土砂災害特別警戒区域」及び「土砂災害警戒区域」という

ものがどういうものなのか具体的に情報開示すべきと思いま

すが、いかがお考えでしょうか  

(6) 現在の３小学校の児童数を学年別に情報開示すべきと思いま

すが、いかがお考えでしょうか  

(7) また、将来の児童数推計も情報開示すべきと思いますが、い

かがお考えでしょうか  

(8) 具体的提案をします。仮設の校舎として、久保小は久保中に、

長江小は長江中に、土堂小は千光寺にある青少年ホームに出

来るだけ早く移動して頂き、足りない教室はプレハブ教室を

作って対応する。この案をどう思いますか  

(9) 仮設校舎に引っ越しが完了した後に、じっくりと時間をかけ

て、３小学校色々それぞれの思いがあると思うので、しっか

り対話を通じて方向性を出すべきだと思いますが、いかがお

考えでしょうか  

 

 


